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偲

草

菊

太

且E

回

前
同
の
御
大
患
の
経
過
に
徴
し
、
病
気
自
縛
は
重
〈
、
ど
も

旺
盛
友
気
力
を
以
て
克
服
さ
れ
る
事
と
信
じ
て
ゐ
た
所
、
意
外

に
早
ぐ
亮
去
せ
ら
れ
、
風
樹
の
歎
友
き
を
得
た
い
。
御
十
日
祭

に
相
官
ず
る
今
日
、
己
t
A

に
短
丈
を
草
し
、
足
ら
ず
り
し
奉
養

の
せ
め
て
も
の
補
と
し
た
い
。

先
生
が
博
覧
強
記
の
文
字
そ
の
ま
弘
、
人
間
業
ム
」
は
思
へ
白

ス
ピ
ー
ド
で
、
古
今
東
西
の
典
籍
を
譲
破
し
、
そ
の
内
容
を
消

化
、
利
用
さ
れ
た
と
と
は
、
周
知
の
事
費
で
あ
る
が
、
博
識
を

綜
合
・
駆
使
す
る
識
見
に
於
い
て
一
居
偉
大
で
ゐ
ら
れ
売
。
例



へ
ぽ
、
大
準
教
授
。
一
任
務
は
、
各
種
の
意
見
、
知
識
を
そ
れ

A
¥油
所
に
位
置
付
け
、
識
見
を
以
で
之
を
統
合
す
る
と
と
t
A

さ
れ
、
白
石
・
春
墨
の
所
論
、
孟
子
・
朱
子
の
遺
文
、
ス
ミ
ス

マ
ル
手
ス
の
著
述
か
ら
、
新
聞
の
雑
報
に
至
る
ま
で
、
悉
〈
薬

箆
中
の
遁
常
在
個
所
に
収
ま
り
、
随
時
先
生
の
用
を
排
じ
た
。

屡
々
数
頁
に
も
亙
る
長
い
引
用
は
、
車
友
る
組
述
で
は
た
〈
て

嵐
山
・
叡
峯
そ
の
ま
h
を
庭
園
の
一
部
と
す
る
に
も
似
た
気
宇

識
見
、
手
腕
の
現
は
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
h

る
高
道
左
識

見
は
勿
論
、
天
授
で
あ
ら
う
が
、

一
雨
何
か
一
事
物

ι遭
遇
す

る
と
き
、
そ
の
北
較
物
・
野
立
物
を
求
め
、
雨
宿
を
一
居
高
遠

在
見
地
か
ら
綜
合
統
一
す
る
と
云
ふ
一
種
の
帥
開
設
法
で
、
育
成

せ
ち
れ
た
ら
し
い
。
北
海
道
の
御
話
に
は
山
ン
チ

y
グ
ト
ン
の

一ユ

1
・
フ
ア
ウ
Y

F
ヲ

V

F
論
が
出
、
自
分
が
千

A
I
ネ
V

に
熱
中
す
れ
ば
、
「
テ

1
ヤ
が
宜
し
い
」
と
仰
し
ゃ
る
の
で
、
迂

い
自
分
は
屡
々
問
訣
つ
い
た
が
、
己
れ
ち
は
、
何
れ
も
緋
設
訟

の
前
後
を
略
し
、
中
段
の
み
を
示
ず
と
云
ふ
気
の
早
い
御
指
導

で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

気
が
早
い
と
云
へ
ぽ
、
先
生
の
識
見
は
、
逮
ぐ
時
流
を
抜
〈

追

憶

丈

と
同
時
陀
之
に
先
ん
巴
ら
れ
、
卒
然
承
は
る
際
に
は
要
領
を
得

粂
ね
、
時
を
粧
た
後
漸
〈
に
し
て
驚
敷
、
敬
服
す
る
に
至
っ
た

と
と
が
買
に
多
い
。
国
民
の
保
健
・
栄
養
・
廃
物
利
用
、
我
が

園
の
自
然
特
に
気
候
費
動
と
材
班
桝
と
の
閥
係
、
印
度
の
枇
合
、

経
済
等
々
を
問
題
と
し
、
研
貧
さ
れ
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
っ
て

日
支
事
費
が
七
月
に
勃
発
し
た
昭
和
十
一
今
年
忙
は
、
四
月
の
新

事
年
半
々
か
ら
、
演
習
に
代
へ
て
、
支
部
の
鰹
済
・
耽
合
に
闘

ず
る
史
観
を
講
義
せ
ら
れ
た
。
序
在
が
ら
、
本
講
義
は
例
に
よ

っ
て
大
規
模
で
根
本
的
在
外
、
我
が
儒
者
の
研
究
成
果
が
駆
使

さ
れ
て
ゐ
る
知
、
世
に
比
類
左
き
も
の
で
あ
ち
ろ
。

之
を
好
む
に
如
か
宇
と
云
ひ
、
格
物
致
知
と
も
間
ぐ
が
、
先

生
は
事
聞
を
隼
草
す
る
と
共
に
愛
好
さ
れ
、
御
専
門
の
統
計
-

経
済
は
固
よ
り
、
天
文
・
地
理
・
水
産
・
本
草
・
割
烹
・
沼
甲

に
至
る
士
で
、
究
め
ら
れ
ざ
る
は
な
か
っ
た
外
、
麗
々
翻
祭
・

寅
験
し
、
士
、
た
終
始
賞
践
さ
れ
た
。
近
藤
兄
は
先
債
の
不
動
金

縛
り
術
の
貫
臥
闘
に
御
伴
さ
れ
た
さ
う
去
が
、
東
大
の
上
野
教
授

を
主
賓
と
し
て
紫
友
曾
飴
で
閲
か
れ
、
自
分
も
御
手
備
を
粂
ね

席
末
に
陪
し
た
晩
餐
曾
で
は
、
御
秘
戒
の
本
草
書
を
展
翻
さ
れ

第
五
十
一
巻

四
九
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遁

憶

文

る
と
同
時
に
、
本
草
事
か
ら
割
出
し
て
、
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト

ま
で
全
部
白
コ

E

ス
を
精
進
の
洋
食
と
し
、
都
ホ
テ
ル
の
ヨ
ウ

ク
を
指
闘
し
て
調
理
せ
し
め
ら
れ
た
。
と
ん
た
御
馳
走
は
、
買

に
前
代
未
聞
た
る
詐
り
で
友
〈
、
附
前
衆
も
あ
り
得
‘
な
い
で
あ
ら
一

う
。
な
ほ
、
と
れ
亦
序
在
が
ら
、
先
生
の
御
沼
は
、
世
に
名
高

か
っ
た
が
、
下
戸
の
自
分
の
見
る
所
で
は
、
壊
に
長
い
だ
け
で
、

抑

強

〈

は

な

か

っ

た

。

一

水
産
に
興
味
E
有
せ
ら
れ
た
閥
係
か
ら
、
白
演
の
臨
海
研
究
一

所
、
或
は
堺
の
水
族
館
へ
一
度
行
昔
た
い
と
の
御
気
持
が
あ
っ
一

た
け
れ

E
も
、
大
息
後
の
御
疲
弊
で
、
そ
の
機
舎
は
来
た
か
っ
一

た
。
自
分
は
、
支
那
放
行
中
、
先
生
に
御
伴
し
て
?
あ
れ
ば

E
一

れ
だ
け
有
盆
且
つ
愉
快
で
あ
ら
う
〉
一
、
幾
度
か
思
っ
た
が
、
己

の
希
望
は
永
遠
に
賓
現
し
得
危
い
事
と
在
っ
た
。
#
て
同
演
の
一

貝
殻
の
標
本
を
呈
し
、
御
病
中
を
支
那
風
物
の
檎
葉
書
で
御
慰

め
し
た
許
り
で
あ
り
、
今
日
到
着
し
た
荷
物
中
の
徐
家
漉
版
の
一

太
極
閑
設
は
も
は
や
詮
在
し
。
己
の
上
は
、
先
輩
の
膜
尾
花
附

し
て
、
先
生
の
遺
毅
横
古
に
砕
身
し
、
業
績
を
以
て
報
恩
の
微
一

意
を
現
は
す
外
は
泣
い
。
あ
t
A
H一


